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はじめに（付録 C の説明） 

 

防錆・防食手法による長寿命化検討ワーキング（WG1）で提案した「点検時塗装」を含めた塗替え塗

装のライフサイクルコスト（LCC）を簡易的に検討できるようにするため，「塗装塗替え簡易 LCC 計算

ツール」を作成した．ツールは，橋長や幅員等の少ない橋梁諸元を入力項目とし，「全面塗替え塗装」

「部分塗替え塗装」「点検時塗装」の塗替え方法を自由に組合せることで，LCC を算出することができ

るものであり，エクセルシートで作成している． 

ここに，ツールの操作説明，LCC ツールに使用した各費用の設定単価，妥当性の検証結果を記す． 
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1 塗替え塗装簡易 LCC 計算ツール 

 

1-1 塗替え塗装簡易 LCC 計算ツール（エクセルシート） 

 

本報告書の付録Ｃとして格納する以下のファイルを参照のこと 

ファイル名：塗替え塗装簡易 LCC 計算ツール 
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1. はじめに 

1.1. 概要 

本ツールは、鋼橋の塗替え塗装における概算ライフサイクルコスト（以下、LCC）

の計算、比較を行うものです。 

 

1.2. 特徴 

(1) 簡単な入力で従来形式の鋼橋（鈑桁橋・箱桁橋）の外面塗装面積計算、概算 LCC

計算ができます。 

(2) 外面塗装面積計算では、橋梁形式・橋長（支間長）・幅員を入力すれば概略の値

が自動で求められます。 

(3) 概算 LCC 計算では、塗装仕様や塗装面積、環境条件等を入力することで、LCC

比較するためのグラフが簡単な入力で作成できます。 

 

1.3. システム構成 

(1) 基本ソフトウェア 

MicroSoft Office Excel（2007 以上推奨） 

(2) ハードウェア 

上記基本ソフトウェアが問題なく動作する環境であれば問題ありません 

 

1.4. 適用条件 

(1) 橋梁形式 

・鈑桁橋／非合成／単純・連続 

・鈑桁橋／合成／単純 

・箱桁橋／非合成／単純・連続 

 

(2) 塗装仕様 

・塗替え塗装 Rc-Ⅰ 

・塗替え塗装 Rc-Ⅲ 

・点検時塗装①（2 液性エポキシ樹脂塗料） 

・点検時塗装②（1 液性エポキシ樹脂塗料） 

・点検時塗装③（1 液性エポキシ樹脂防錆剤） 

 

(3) 足場設置 

・Rc-Ⅰ用（板張防護あり） 

・Rc-Ⅲ用（板張り防護なし） 
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2. 処理の説明 

2.1. 処理の構成 

本ツールの処理構成を以下に示します。 
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2.2. 外面塗装面積の計算方法（自動計算の場合） 

適用橋梁形式に合致し、かつ平均支間長・幅員が入力されている場合、概算の外面塗

装面積が自動計算できます。 

（参考資料）鋼橋のライフサイクルコスト 2013 年版 工事費計算仕様 

2013 年 10 月 24 日／社団法人日本橋梁建設協会 

 

(1) 鋼材質量の計算 

鋼材質量(kg)＝橋面積あたり鋼材質量(kg/m2)x 総幅員橋面積(m2) 

 

 

(2) 全塗装面積の計算 

全塗装面積(m2)＝鋼材質量あたり塗装面積(m2/t)x 鋼材質量(t) 

 

橋面積当たり鋼材質量と支間長の関係（デザインデータブック'06より）

橋梁形式

y：橋面積当たり鋼材質量(kg/m2)

x：平均支間長(m)

W：総幅員(m)

箱桁橋　連続非合成

(W≦9.0)

(9.0＜W≦13.0)

(13.0＜W)

箱桁橋　単純非合成

(W≦9.0)

(9.0＜W≦13.0)

(13.0＜W)

I桁橋　連続非合成

(W≦9.0)

(9.0＜W≦13.0)

(13.0＜W)

計算式

I桁橋　単純非合成

I桁橋　単純合成

(W≦9.0)

(9.0＜W≦13.0)

(13.0＜W)

(W≦9.0)

(9.0＜W≦13.0)

(13.0＜W)

	 ൌ 76.061	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 81.220	 	 .	 	 	 	

	 ൌ 76.331	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 57.120	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 62.328	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 70.532	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 79.960	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 83.188	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 72.690	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 245.720	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 131.120	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 187.460	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 159.590	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 148.990	 	 .	 	 	 	 	

	 ൌ 147.820	 	 .	 	 	 	 	
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(3) 外面塗装面積の計算 

鈑桁橋：外面塗装面積(m2)＝全塗装面積(m2)x1.00 

箱桁橋：外面塗装面積(m2)＝全塗装面積(m2)x0.40 

 

2.3. 塗替え費用の計算方法 

(1) 塗装塗替え・足場費用 

費用（円）＝単価（円／m2）x 面積（m2） 

(2) 点検費用 

費用（円）＝単価（円／1 回あたり） 

  

鋼材質量当たり塗装面積と支間長の関係（デザインデータブック'06より）

橋梁形式

y：鋼材質量当たり塗装面積(m2/t)

x：平均支間長(m)

W：総幅員(m)

箱桁橋　連続非合成

(W≦9.0)

(9.0＜W≦13.0)

(13.0＜W)

I桁橋　単純合成

箱桁橋　単純非合成

(W≦9.0)

(9.0＜W≦13.0)

(13.0＜W)

I桁橋　連続非合成

(W≦9.0)

(9.0＜W≦13.0)

(13.0＜W)

計算式

I桁橋　単純非合成

(W≦9.0)

(9.0＜W≦13.0)

(13.0＜W)

	 ൌ 	 0.1275	  20.715

	 ൌ 	 0.1425	  20.906

	 ൌ 	 0.1794	  22.488

	 ൌ 	 0.2234	  25.312

	 ൌ 	 0.1354	  21.973

	 ൌ 	 0.1524	  22.624

	 ൌ 	 0.1055	  20.276

	 ൌ 	 0.0971	  17.421

	 ൌ 	 0.2304	  24.425

	 ൌ 	 0.1557	  20.422

	 ൌ 	 0.0077	  15.13

	 ൌ 	 0.0842	  19.596

	 ൌ 	 0.0435	  17.324
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3. 操作方法 

3.1. 基本情報の入力 

凡例に従って入力もしくは、選択を行います。 

 

※外面塗装面積を自動計算しない場合は入力不要です 

※自動計算には、①～⑤の入力が必須です 

 

 

3.2. 塗替え情報の入力 

3.1 と同じ要領で入力もしくは、選択を行います。最大 3 タイプの設定が可能です。 

 

※塗替えサイクル（参考）は、LCC グラフ作成時の目安の数値になります 

  

■INPUT

■基本情報の入力 ※凡例

入力 選択

①橋梁形式 （選択） （鈑桁橋・箱桁橋）

②床版との結合 （選択） （非合成・合成）

③径間数 （選択） （単純・連続） 径間数： 1

④平均支間長 m 橋　長： m

⑤総幅員 m 橋面積： m2

⑥外面塗装面積 m2 ※自動計算には，①～⑤の入力が必須

※入力または自動計算 ※鈑桁：全塗装面積*1.00，箱桁：全塗装面積*0.40

鈑桁橋

非合成

単純

29.500

13.000

1153.769

29.500

383.500

自動計算

■塗替えTYPE-1

塗替え方法 （選択） （全面塗替え・部分塗替え・点検時塗装）

塗替え仕様 （選択）

全面塗替え　→　Rc-Ⅰ or Rc-Ⅲ

部分塗替え　→　Rc-Ⅰ or Rc-Ⅲ

点検時塗装　→　点検時塗装① or 点検時塗装② or 点検時塗装③

塗替え面積 m2

足場設置 （選択） （なし・Rc-Ⅰ用・Rc-Ⅲ用）

m2

周辺環境 （選択） （普通環境・劣悪環境）

塗替えサイクル（参考） 年（塗装仕様標準値）

注）上記年数を参考に，SHEET"LCCグラフバックデータ"の必要箇所に"○"を記入

Rc-Ⅰ用

普通環境

383.500

35

Rc-Ⅰ

1153.769

全面塗替え

点検時塗装凡例

点検時塗装①

点検時塗装②

点検時塗装③

2液性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料

1液性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料

2液性ｴﾎﾟｷｼ樹脂防錆剤
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3.3. LCC グラフ作成用データの入力 

検討ケース毎に入力を行います。（最大 3 ケース） 

ケース毎に塗替えを実施する年数の箇所に”○”を入力します。 

 

 

3.4. データベースの更新 

Sheet 名「DB」のデフォルト値は下図となります。 

表内の数値を変更すれば LCC 計算結果に反映されます。 

 

■データベース

塗装仕様 基本情報

塗料費 材工 単価 備考 橋梁形式 鈑桁橋 箱桁橋

（円/m2） （円/m2） （円/m2） 床版との結合 非合成 合成

Rc-Ⅰ 7,400 3,700 11,100 径間数 単純 連続

Rc-Ⅲ 3,100 0 3,100 周辺環境 普通環境 劣悪環境

点検時塗装① 12,333 0 12,333 2液性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料 ※NEXT 塗替え方法 全面塗替え 部分塗替え 点検時塗装

点検時塗装② 1,850 0 1,850 1液性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料 ※SRI

点検時塗装③ 2,595 0 2,595 2液性ｴﾎﾟｷｼ樹脂防錆剤 ※ｻﾋﾞｯﾄﾒﾝﾄ

塗替えサイクル

足場設置 全面塗替え Rc-Ⅰ 普通環境 111 35

単価 全面塗替え Rc-Ⅰ 劣悪環境 112 20

（円/m2） 全面塗替え Rc-Ⅲ 普通環境 121 35

なし 0 全面塗替え Rc-Ⅲ 劣悪環境 122 20

Rc-Ⅰ用 8,200 部分塗替え Rc-Ⅰ 劣悪環境 212 20

Rc-Ⅲ用 3,700 部分塗替え Rc-Ⅲ 劣悪環境 222 20

点検時塗装 点検時塗装① 普通環境 331 5

点検時塗装 点検時塗装① 劣悪環境 332 5

点検時塗装凡例 点検時塗装 点検時塗装② 普通環境 341 5

点検時塗装① 点検時塗装 点検時塗装② 劣悪環境 342 5

点検時塗装② 点検時塗装 点検時塗装③ 普通環境 351 5

点検時塗装③ 点検時塗装 点検時塗装③ 劣悪環境 352 5

※塗装方法　…　全面塗替え(1)，部分塗替え(2)，点検時塗装(3)

点検費用 ※仕　　様　…　Rc-Ⅰ(1)，Rc-Ⅲ(2)，点検時塗装①(3)，点検時塗装②(4),点検時塗装③(5)

単価 ※環　　境　…　普通環境(1)，劣悪環境(2)

（円/1回）

点検時塗装 300,000

サイクル
(年)

形式

形式

塗装方法 仕様 環境

2液性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料

1液性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料

2液性ｴﾎﾟｷｼ樹脂防錆剤

形式

検索値
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4. 出力結果 

Sheet 名「LCC 算出」の右側に表示されます。 

 

 

 

塗替え 1 回あたりの費用内訳

（TYPE 毎） 

LCC 比較グラフ 

塗替え費用および 

塗替え回数一覧（CASE 毎） 

(2)塗装塗替えライフサイクルコスト 
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5. 参考文献 

 

・鋼橋のライフサイクルコスト 2013 年版 工事費計算仕様 

（2013 年 10 月 24 日／社団法人日本橋梁建設協会） 

 ・土木施工単価（’13-4 春）（経済調査会） 

 ・道路橋定期点検業務積算資料（暫定版） （平成 26 年 8 月／国土交通省） 
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塗装単価の算出

　鋼橋の塗装費用は，工場での原板ブラスト・製品ブラスト及び工場塗装を除き，市場単価を採用した．

市場単価は，『土木施工単価('13-4春)』より抜粋した．

1. 塗装単価の算出方法

・塗替塗装費用は，上図の通り足場の設置・撤去を除き，塗装仕様に合わせて市場単価を加算すること

　により求める．※機械・労務・材料全て込みの工事費（単価）となる．

・動力工具および手工具による素地調整工で発生したケレンかす等の処理に要する費用を含む．

・市場単価にはブラストによるケレンかすの処理が含まれていないため，1種ケレン採用時には別途

　計上する．

2. 塗装単価の算出（Rc-Ⅰ）

①Rc-Ⅰ塗装単価　（施工場所は東京，中塗上塗は淡彩塗装を想定）

市場単価 補正 単価

清掃・水洗い 110 1.0 110

素地調整 1種ケレン 4,250 1.0 4,250

防食下地 有機ジンク 820 1.0 820

下塗 弱溶剤形変性エポ 465 1.0 465

下塗 弱溶剤形変性エポ 465 1.0 465

中塗 弱溶剤形ふっ素（淡彩） 450 1.0 450

上塗 弱溶剤形ふっ素（淡彩） 815 1.0 815

7,375 円/m2

②研削材（グリット）及びケレンかす回収工（70㎡あたり積算）

単位 数量 単価 金額

特殊作業員 人 4.0 22,700 90,800

普通作業員 人 2.0 19,800 39,600

回収装置損料 供用日 1.5 26,700 40,050

クレーン機能付きトラック 供用日 3.0 11,100 33,300

諸雑費 ％ 39 50,856

※研削材，ケレンかすの運搬費と処分費は計上していない 254,606 （70m2あたり）

3,637 （m2あたり）

【Rc-Ⅰ単価】

　①+②＝ 11,012 円/m2
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3. 塗装単価の算出（Rc-Ⅲ）

　　

①Rc-Ⅲ塗装単価　（施工場所は東京，中塗上塗は淡彩塗装を想定）

市場単価 補正 単価

清掃・水洗い 110 1.0 110

素地調整 3種ケレンB 770 1.0 770

下塗 弱溶剤形変性エポ 465 1.0 465

下塗 弱溶剤形変性エポ 465 1.0 465

中塗 弱溶剤形ふっ素（淡彩） 450 1.0 450

上塗 弱溶剤形ふっ素（淡彩） 815 1.0 815

※施工規模の補正なし（1000㎡以上を想定） 3,075 円/m2

【Rc-Ⅲ単価】

　①＝ 3,075 円/m2
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　所要日数内訳
①　足場工（設置、撤去）

(1)　所要日数算出条件

・作業編成人員は６人／組とする。

・橋面積 Ａ＝ ＝ 10 × 50 ＝ 500 ｍ2

(2)　足場の所要日数

1)　主体足場

500 ×（ 0.153 ）

日

2)　ブラスト用養生設備工

500 ×（ 0.050 ）

日

所要日数

Ａ＝ 17.0 日

②　塗替え塗装

・素地調整日数

Ａ 2000.0

50 70 日

・外面塗装作業日数

Ａ 2000.0

500 500 日/回 回 日

・ケレンかす回収日数

Ａ 2000.0

50 70 日

所要日数

Ｂ＝ 78.0 日

12.8
作業編成人員 6

総幅員×橋長

f1＝
Ａ×Ｎ

＝ ＝

Ａ×Ｎ
＝ ＝ 4.2

作業編成人員 6

部位 Ａ（ｍ2）

29.0

外面 2000.0

g1＝ ＝ ≒

＝ 20.0

g3＝ ＝ ≒ 29.0

g2＝ ＝ ≒ 4.0 × 5
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　所要日数内訳
①　足場工（設置、撤去）

(1)　所要日数算出条件

・作業編成人員は６人／組とする。

・橋面積 Ａ＝ ＝ 10 × 50 ＝ 500 ｍ2

(2)　足場の所要日数

1)　主体足場

500 ×（ 0.120 ）

日

所要日数

Ａ＝ 10.0 日

②　塗替え塗装

・３種ケレンB調整日数

Ａ 2000.0

200 200 日

・外面塗装作業日数

Ａ 2000.0

500 500 日/回 回 日

所要日数

Ｂ＝ 30.0 日

5 ＝ 20.0

g1＝ ＝ ≒ 10.0

g2＝ ＝ ≒ 4.0 ×

外面 2000.0

部位 Ａ（ｍ2）

総幅員×橋長

f1＝
Ａ×Ｎ

＝ ＝ 10.0
作業編成人員 6
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   ◆　点検費用

国等が保有する点検車を使用することを想定する（貸与であるため、レンタル料は無料）

【点検人件費（10橋あたり積算）】
単位 数量 単価 金額

橋梁点検員（技師Ｂ） 人 9.1 36,600 333,060
点検補助員（技師Ｃ） 人 9.1 29,900 272,090
点検補助員（技術員） 人 9.1 25,100 228,410

833,560 （10橋あたり）
※橋梁標準幅員12m程度、橋長30m以上で積算 83,356 （橋あたり）

【機械経費（1日あたり積算）】
単位 数量 単価 金額

運転手 一般運転手 人 1.0 14,000 14,000
燃料費 軽油 L 29.0 127 3,683
点検車賃料 日 1.4 83,000 116,200

133,883 （1日あたり）
※橋梁標準幅員12m程度、橋長30m以上で積算 78,991 （1橋あたり）
※燃料　114kw×0.040L/kw･h×6.3h/日≒29(L/h）

【安全費（10橋あたり積算）】
単位 数量 単価 金額

交通整理員Ａ 人 6.8 13,600 92,480
交通整理員Ｂ 人 13.6 11,700 159,120

251,600 （10橋あたり）
※橋梁標準幅員12m程度、橋長30m以上で積算 25,160 （橋あたり）

よって、橋梁点検車を使用した、1橋あたりの点検塗装費用は、
　

83,356+78,991+25,160=187,507円

　プラス、必要な点検時塗料の材料費。
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■検証例-1

入力値

支間長(m) 幅員(m)

29.500 13.000

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝  81.22 e^0.027x

＝ 180 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.1425x+20.906

16.7 (m2/t) ---(B)

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 66,860 （本体合計値）

塗装面積(m2) 1088.6 （C-5，F-11合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  66860 / ( 29.500 x 13.000 )

＝ 174 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  1088.6 / ( 66860 / 1000 )

16.3 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 103%

∴(B)/(D) = 103%

形式

単純非合成鈑桁
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■検証例-2

入力値

支間長(m) 幅員(m)

40.000 15.370

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝  70.532 e^0.0252x

＝ 193 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.1055x+20.276

16.1 (m2/t) ---(B)

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 125,750 （本体合計値）

塗装面積(m2) 1960.7 （C-5，F-11合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  125750 / ( 40.000 x 15.370 )

＝ 205 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  1960.7 / ( 125750 / 1000 )

15.6 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 94%

∴(B)/(D) = 103%

形式

鋼単純合成鈑桁
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■検証例-3

入力値

橋長(m) 支間長[平均](m) 幅員(m)

93.000 30.333 9.650

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝  83.188 e^0.0214x

＝ 159 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.1354x+21.973

17.9 (m2/t) ---(B)

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 138,953 （本体合計値）

塗装面積(m2) 2467.1 （C-5，F-11合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  138953 / ( 93.000 x 9.650 )

＝ 155 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  2467.1 / ( 138953 / 1000 )

17.8 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 103%

∴(B)/(D) = 101%

形式

3径間連続非合成鈑桁
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■検証例-4-1

入力値

支間長(m) 幅員(m)

77.200 11.140

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 131.12 e^0.0189x

＝ 564 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.2304x+24.425

6.6 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 467,921 （本体合計値）

塗装面積(m2) 4245.2 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  467921 / ( 77.200 x 11.140 )

＝ 544 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  4245.2 / ( 467921 / 1000 )

9.1 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 104%

∴(B)/(D) = 73%

形式

鋼単純箱桁橋
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■検証例-4-2

入力値

支間長(m) 幅員(m)

55.700 14.000

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 131.12 e^0.0189x

＝ 376 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.2304x+24.425

11.6 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 334,790 （本体合計値）

塗装面積(m2) 4078.3 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  334790 / ( 55.700 x 14.000 )

＝ 429 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  4078.3 / ( 334790 / 1000 )

12.2 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 88%

∴(B)/(D) = 95%

形式

鋼単純非合成箱桁橋
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■検証例-4-3

入力値

支間長(m) 幅員(m)

48.800 22.176

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 131.12 e^0.0189x

＝ 330 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.2304x+24.425

13.2 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 361,311 （本体合計値）

塗装面積(m2) 5334.7 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  361311 / ( 48.800 x 22.176 )

＝ 334 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  5334.7 / ( 361311 / 1000 )

14.8 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 99%

∴(B)/(D) = 89%

形式

鋼単純非合成箱桁橋
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■検証例-4-4

入力値

支間長(m) 幅員(m)

49.300 11.000

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 131.12 e^0.0189x

＝ 333 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.2304x+24.425

13.1 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 186,000 （本体合計値）

塗装面積(m2) 2351.0 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  186000 / ( 49.300 x 11.000 )

＝ 343 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  2351.0 / ( 186000 / 1000 )

12.6 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 97%

∴(B)/(D) = 103%

形式

鋼単純箱桁橋
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■検証例-4-5

入力値

支間長(m) 幅員(m)

63.800 13.300

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 187.46 e^0.0132x

＝ 435 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.1557x+20.422

10.5 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 333,000 （本体合計値）

塗装面積(m2) 4650.0 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  333000 / ( 63.800 x 13.300 )

＝ 392 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  4650.0 / ( 333000 / 1000 )

14.0 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 111%

∴(B)/(D) = 75%

形式

鋼単純箱桁橋
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■検証例-4-6

入力値

支間長(m) 幅員(m)

45.700 14.800

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 187.46 e^0.0132x

＝ 343 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.1557x+20.422

13.3 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 228,000 （本体合計値）

塗装面積(m2) 2825.0 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  228000 / ( 45.700 x 14.800 )

＝ 337 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  2825.0 / ( 228000 / 1000 )

12.4 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 102%

∴(B)/(D) = 107%

形式

鋼単純箱桁橋
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■検証例-4-7

入力値

支間長(m) 幅員(m)

57.000 12.000

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 131.12 e^0.0189x

＝ 385 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.2304x+24.425

11.3 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 261,000 （本体合計値）

塗装面積(m2) 3610.0 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  261000 / ( 57.000 x 12.000 )

＝ 382 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  3610.0 / ( 261000 / 1000 )

13.8 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 101%

∴(B)/(D) = 82%

形式

鋼単純箱桁橋

C-30



■検証例-4-8

入力値

支間長(m) 幅員(m)

39.000 7.200

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 245.72 e^0.0064x

＝ 315 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.0971x+17.421

13.6 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 90,000 （本体合計値）

塗装面積(m2) 1248.0 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  90000 / ( 39.000 x 7.200 )

＝ 321 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  1248.0 / ( 90000 / 1000 )

13.9 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 98%

∴(B)/(D) = 98%

形式

鋼単純箱桁橋

C-31



■検証例-5-1

入力値

橋長(m) 支間長[平均](m) 幅員(m)

172.000 42.700 14.840

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 147.82 e^0.0128x

＝ 255 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.0435x+17.324

15.5 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 591,149 （本体合計値）

塗装面積(m2) 12104.2 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  591149 / ( 172.000 x 14.840 )

＝ 232 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  12104.2 / ( 591149 / 1000 )

20.5 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 110%

∴(B)/(D) = 76%

形式

鋼4径間連続非合成箱桁橋

C-32



■検証例-5-2

入力値

橋長(m) 支間長[平均](m) 幅員(m)

171.000 56.467 23.276

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 147.82 e^0.0128x

＝ 305 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.0435x+17.324

14.9 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 1,099,910 （本体合計値）

塗装面積(m2) 12757.7 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  1099910 / ( 171.000 x 23.276 )

＝ 276 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  12757.7 / ( 1099910 / 1000 )

11.6 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 110%

∴(B)/(D) = 128%

形式

鋼3径間連続非合成細幅箱桁橋

C-33



■検証例-5-3

入力値

橋長(m) 支間長[平均](m) 幅員(m)

106.300 52.600 16.800

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 147.82 e^0.0128x

＝ 290 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.0435x+17.324

15.0 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 507,000 （本体合計値）

塗装面積(m2) 8709.0 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  507000 / ( 106.300 x 16.800 )

＝ 284 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  8709.0 / ( 507000 / 1000 )

17.2 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 102%

∴(B)/(D) = 88%

形式

鋼2径間連続非合成箱桁橋

C-34



■検証例-5-4

入力値

橋長(m) 支間長[平均](m) 幅員(m)

102.200 50.200 11.500

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 148.99 e^0.0012x

＝ 272 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.0842x+19.596

15.4 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 369,000 （本体合計値）

塗装面積(m2) 6110.0 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  369000 / ( 102.200 x 11.500 )

＝ 314 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  6110.0 / ( 369000 / 1000 )

16.6 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 87%

∴(B)/(D) = 93%

形式

鋼2径間連続非合成箱桁橋

C-35



■検証例-5-5

入力値

橋長(m) 支間長[平均](m) 幅員(m)

143.500 47.400 8.100

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 159.59 e^0.0064x

＝ 216 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.0077x+15.13

14.8 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 314,000 （本体合計値）

塗装面積(m2) 4915.0 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  314000 / ( 143.500 x 8.100 )

＝ 270 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  4915.0 / ( 314000 / 1000 )

15.7 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 80%

∴(B)/(D) = 94%

形式

鋼3径間連続非合成箱桁橋

C-36



■検証例-5-6

入力値

橋長(m) 支間長[平均](m) 幅員(m)

181.000 44.800 18.800

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 147.82 e^0.0128x

＝ 262 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.0435x+17.324

15.4 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 885,000 （本体合計値）

塗装面積(m2) 12770.0 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  885000 / ( 181.000 x 18.800 )

＝ 260 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  12770.0 / ( 885000 / 1000 )

14.4 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 101%

∴(B)/(D) = 107%

形式

鋼4径間連続非合成箱桁橋

C-37



■検証例-5-7

入力値

橋長(m) 支間長[平均](m) 幅員(m)

182.100 60.000 10.500

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 148.99 e^0.0012x

＝ 306 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.0842x+19.596

14.5 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 675,000 （本体合計値）

塗装面積(m2) 9690.0 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  675000 / ( 182.100 x 10.500 )

＝ 353 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  9690.0 / ( 675000 / 1000 )

14.4 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 87%

∴(B)/(D) = 101%

形式

鋼3径間連続非合成箱桁橋
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■検証例-5-8

入力値

橋長(m) 支間長[平均](m) 幅員(m)

55.400 27.000 9.000

■一般図ほか

1 ) デザインデータブックからの推定【WG推奨案】

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

　橋建LCCソフト資料より，

y ＝ 159.59 e^0.0064x

＝ 190 (kg/m2) ---(A)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  -0.0077x+15.13

14.9 (m2/t) ---(B)

！内面塗装面積も含まれた数値！

2 ) 実数量からの数値算出

■設計図書より抜粋

鋼材質量(kg) 100,000 （本体合計値）

塗装面積(m2) 1598.0 （外面+内面の合計値）

①橋面積当たり鋼材質量（kg/m2）

y ＝  100000 / ( 55.400 x 9.000 )

＝ 201 (kg/m2) ---(C)

②鋼材質量当たり塗装面積（m2/t）

y ＝  1598.0 / ( 100000 / 1000 )

16.0 (m2/t) ---(D)

∴(A)/(C) = 95%

∴(B)/(D) = 93%

形式

鋼2径間連続非合成箱桁橋

C-39
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